
 

広島大学旧理学部１号館の保存・活用の方針（案） 

 

１ 基本的な考え方 

・ 旧理学部１号館は、かつての学都広島としての歴史を象徴する建物であり、ま

た、被爆建物であることを踏まえ、「知の拠点」の核となり、新たな時代に向けて

知の継承を図るとともに、被爆の実相を後世に伝えることができるよう、保存・

活用する。 

・ 保存・活用に当たっては、広島大学本部跡地全体が「知の拠点」としての機能

が高まるような機能の導入を図る。 

 

２ 保存・活用の方向性 

・ 被爆の実相を後世に伝え、未来に向けて平和への思いを共有できる空間とする。 

・ 多くの人が集い、交流し、新たな知を生み出す空間とする。 

・ 中長期的に持続可能な用途、規模により、活用する建物の部分を保存する。 

 

３ 保存範囲及び活用方策 

⑴ 保存範囲 

正面部分の建物は保存する。その上で、活用のための施設規模がさらに必要で、

見込まれる事業費が確保できれば、保存範囲を拡げる。 

 

⑵ 活用方策 

「幅広い世代に門戸を開いた広島ならではの平和に関する教育・研究や交流・

活動を行う場」として活用する。また、複合的に「幅広い世代の人々が集い、多

目的に利用できるコミュニティスペース」として活用する。 
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